年　　月　　日（別紙１）

キャンパス：　品　川・越中島（入構するキャンパスを残し、他方を削除する）
教　員　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究室等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申　　請　　書
次の「１．用件及び入構する理由」、「２．３密にならない環境への対応方法」について、記入してください。
１．用件及び入構する理由
	□　３(2)「例外措置」①に該当する。（授業科目名：　　　　　　　　　　　　　）
□【対面授業実施について部局長の許可を受けている】

※対面授業を実施する場合、必ず部局長の許可を受け、□欄にチェックしてください。
□　３(2)「例外措置」②又は③に該当する。（研究室名：　　　　　　　　　　　　）
□　３(2)「例外措置」④に該当する。（定期試験科目名：　　　　　　　　　　　）
○留意事項
・本件は、「学生は登校自粛」となっている状況下での、真にやむを得ない理由での例外措置であること

・研究室所属の全学生を申請する、あるいは全期間に渡って入構申請するなどの機械的な申請は行わないこと



２．３密にならない環境への対応方法

	○例えば、以下の専門家会議が避けるべきとしていることを踏まえた記載をお願いします。

◇　専門家会議が避けるべきとしている環境

(1) 換気の悪い密閉空間にしないための換気の徹底

・可能な限り、窓を開けて換気する。あるいは、天候等によって窓の常時開放が難しい場合には、30分に少なくとも１回程度の換気を行う（窓及び反対側扉の両方を10分以上）

(2) 多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮

・隣の人との距離を確保する

・向き合って着席しない

(3) 近距離での会話や大声での発声をできるだけ控える

・マスクを着用する
・マスクを着用していない場合は、ディスカッション形式の行動は避ける




